
データが並んでいない場合

• 順番に並べることを「ソート」という

• ソートされていなければ（順番に並んで
いなければ）先頭から順に探していくし
かない。これを「線形探索法」という。

• 線形探索ではデータ数が100のとき最大の
（最悪の）繰り返しの回数は100回，
10000のときは10000回，100000のときは
100000回。

• 二分探索では？
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二分探索法の計算量

• データ数が100のとき
（2の2乗は4、2の3乗は8、2の4乗は16、2の5乗は32、
２の6乗は64、2の7乗は128なので）
最大の（最悪の）繰り返しの回数は7回になる。

• データ数が10000のとき
（2の8乗は256、2の9乗は512、2の10乗は1024、2の11
乗は2048、2の12乗は4096、2の13乗は8192、2の14乗
は16384なので）
最大の（最悪の）繰り返しの回数は14回になる。

• データ数が100000のとき
（2の15乗は32768、2の16乗は65536、2の17乗は
131072なので）
最大の（最悪の）繰り返しの回数は17回になる。
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基本の数あてゲームのプログラム
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拡張した数あてゲーム
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ゲーム性を向上した数あてゲーム
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